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、やってしまった
4 4 4 4 4 4 4
、やめられない
4 4 4 4 4 4
」と言える場所、またそう言っても誰も悲し
い顔をせず、不機嫌にもならない安全な場所の必要性を力説している（傍点筆者）５）。
４　最後に　― 依存のすすめという視点 ―
　本書では援助希求態度を促進する方法として、社会に「依存」することを肯定的にとらえ、
その重要性を読者に投げかけている。「依存」といえば、心的疾患や自立できず人に頼ると
いう好ましくないイメージが一般的に持たれているかもしれない。しかし、本書では「依存」
することの肯定的側面を強調する。
　松本氏は本書における岩室紳也氏、熊谷晋一郎氏との鼎談で、依存症を人に依存できない
症状ととらえ、誰にも頼れないから「モノ」に依存すると説く６）。熊谷氏も当事者のための
依存先を社会に増やすことの重要性を説いている。また、岩室氏は支援者側においても、一
４）松本俊彦編『「助けて」が言えない』日本評論社、2019年、47頁。また、これらの概念の詳細はトマス・
ジョイナー他編・北村俊則監訳『自殺の対人関係論―予防・治療の実践マニュアル』日本評論社、2011年、
13−18頁を参照。
５）松本俊彦編、前掲書、55頁。
６）松本俊彦編、前掲書、236頁。
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人で抱え込まず自分のかかわりの限界を認め、支援者のソーシャルキャピタル（社会関係資
本）の動員というものを意識する必要性を説いている。つまり、教員も日頃から適切な依存
先を見つけておく必要があるということになる。依存することの肯定的評価はR.フェアベー
ン（1889 〜 1964）の対象関係論に通ずる有益な指摘であり７）、適切な依存を健全な自立の
軸と考えれば、援助希求態度の表明がいかに重要な行為であるかが理解できる。
　しかし、これらの指摘があることは、依存すること、人に頼ることが何となくはばかれる
社会の存在を意味することでもある。あらためてこの暗黙の社会的空気が援助希求態度の阻
害要因として横たわっていることを留意しなければならない。
　以上のことから、支援者や社会全体がほどよく「依存・甘え」を許諾する雰囲気を適宜醸
し出せるかが、援助希求態度の発現を可能にする重要な糸口になる８）。いじめられっ子が「助
けて」と周囲に「依存、甘える」ことができれば、問題は生じない。また、いじめの傍観者
が教員に告知することも（本来は傍観者がいじめっ子に直接注意できれば一番いいのだが）、
問題を先生に委ねるという意味で、それは良い意味での依存・甘えの態度になる。この傍観
者の適切な教員への依存・甘えの態度の選択が、いじめ問題を解決する。ここでも傍観者の
「依存・甘え」を受容する教員側の態度がいじめ問題解決の重要な糸口になる。
　自殺、いじめ問題等の事件があるたびにマスコミを含め社会全体が「一言、助けを求めて」
と啓発する。ただ、本書はこれに加え、教員・援助者側の子どもや被援助者の「助けて」が
言えない心境を推察した上での態度や、また社会に適切に依存できる空間の重要性を、教員
や援助者に提起してくれる。
７）R・フエアベーン著・山口泰司訳『人格の精神分析学』、講談社、1995年。
８）本稿では「依存」と「甘え」をほぼ同義として用いている。｢甘え｣ については、土居健郎『「甘え」の
構造』、弘文堂、1985年を参照。
